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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年9月27日(2012.9.27)

【公開番号】特開2011-113039(P2011-113039A)
【公開日】平成23年6月9日(2011.6.9)
【年通号数】公開・登録公報2011-023
【出願番号】特願2009-271837(P2009-271837)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   6/13     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/122    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/42     (2006.01)
   Ｈ０１Ｓ   5/022    (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   1/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   6/12    　　　Ｍ
   Ｇ０２Ｂ   6/12    　　　Ｂ
   Ｇ０２Ｂ   6/42    　　　　
   Ｈ０１Ｓ   5/022   　　　　
   Ｈ０５Ｋ   1/02    　　　Ｔ

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月9日(2012.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配線基板と、
　前記配線基板の上に接着され、両端に光路変換傾斜面を備えた光導波路と、
　前記光導波路の前記光路変換傾斜面に接して形成され、光反射性樹脂層又は金属ペース
ト層から形成された光路変換ミラーとを有し、
　前記光導波路は、前記光反射性樹脂層又は金属ペースト層によって前記配線基板に接着
されており、前記光路変換傾斜面と接する前記光反射性樹脂層又は金属ペースト層が前記
光路変換ミラーとして機能することを特徴とする光導波路装置。
【請求項２】
　前記光反射性樹脂層又は金属ペースト層は、前記光導波路の前記光路変換傾斜面の側方
のみに部分的に形成されていることを特徴とする請求項１に記載の光導波路装置。
【請求項３】
　前記光反射性樹脂層又は金属ペースト層は前記光導波路の下側から前記光路変換傾斜面
の側方に延在して形成されていることを特徴とする請求項１に記載の光導波路装置。
【請求項４】
　前記配線基板及び前記光導波路の上に形成され、前記配線基板の両端側の接続パッドに
到達するビアボールと、前記光路変換傾斜面の上に配置された光透過用開口部とが設けら
れた絶縁樹脂層と、
　前記ビアホールに充填された電極パッドと、
　前記光導波路の一端側の前記光路変換傾斜面に光結合され、前記配線基板の一端側の前
記電極パッドに接続された発光素子と、
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　前記光導波路の他端側の前記光路変換傾斜面に光結合され、前記配線基板の他端側の前
記電極パッドに接続された受光素子とをさらに有することを特徴とする請求項１乃至３の
いずれか一項に記載の光導波路装置。
【請求項５】
　前記光反射性樹脂層は白色樹脂からなることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一
項に記載の光導波路装置。
【請求項６】
　配線基板の上に、両端に光路変換傾斜面を備える光導波路を接着する工程と、
　前記光導波路の前記光路変換傾斜面に接するように光反射性樹脂層又は金属ペースト層
を形成する工程と、
　前記光反射性樹脂材又は金属ペースト材を硬化させることにより、前記光導波路の前記
光路変換傾斜面に接する光路変換ミラーを得ると共に、前記光導波路を前記配線基板に接
着する工程とを有し、
　前記光路変換傾斜面と接する前記光反射性樹脂層又は金属ペースト層が前記光路変換ミ
ラーとして機能することを特徴とする光導波路装置の製造方法。
【請求項７】
　前記光反射性樹脂層又は金属ペースト層は、前記光導波路の前記光路変換傾斜面の側方
のみに部分的に形成されることを特徴とする請求項６に記載の光導波路装置の製造方法。
【請求項８】
　両端に光路変換傾斜面を備える光導波路が接着される配線基板を用意し、前記配線基板
の前記光導波路に対応する部分に光反射性樹脂材又は金属ペースト材を形成する工程と、
　前記光導波路の前記光路変換傾斜面に前記光反射性樹脂材又は金属ペースト材が接する
ように、前記光導波路を前記光反射性樹脂材又は金属ペースト材に押し込む工程と、
　前記光反射性樹脂材又は金属ペースト材を硬化させることにより、前記光導波路の前記
光路変換傾斜面に接する光路変換ミラーを得ると共に、前記光導波路を前記配線基板に接
着する工程とを有することを特徴とする光導波路装置の製造方法。
【請求項９】
　前記光路変換ミラーを得る工程の後に、
　前記配線基板及び前記光導波路の上に、前記配線基板の両端側の接続パッドに到達する
ビアボールと、前記光路変換傾斜面上に配置された光透過用開口部とが設けられた絶縁樹
脂層を形成する工程と、
　前記ビアホール内に電解めっきにより電極パッドを充填する工程と、
　前記光導波路の一端側の前記光路変換傾斜面に光結合される発光素子を前記配線基板の
一端側の前記電極パッドに接続すると共に、前記光導波路の他端側の前記光路変換傾斜面
に光結合される受光素子を前記配線基板の他端側の前記電極パッドに接続する工程とをさ
らに有することを特徴とする請求項６乃至８のいずれか一項に記載の光導波路装置の製造
方法。
【請求項１０】
　　前記光反射性樹脂層は白色樹脂からなることを特徴とする請求項６乃至９のいずれか
一項に記載の光導波路装置の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記課題を解決するため、本発明は光導波路装置に係り、配線基板と、前記配線基板の
上に接着され、両端に光路変換傾斜面を備えた光導波路と、前記光導波路の前記光路変換
傾斜面に接して形成され、光反射性樹脂層又は金属ペースト層から形成された光路変換ミ
ラーとを有し、前記光導波路は、前記光反射性樹脂層又は金属ペースト層によって前記配
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線基板に接着されており、前記光路変換傾斜面と接する前記光反射性樹脂層又は金属ペー
スト層が前記光路変換ミラーとして機能することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
【図１】図１は本発明の第１実施形態の光導波路装置の製造方法を示す断面図（その１）
である。
【図２】図２は本発明の第１実施形態の光導波路装置の製造方法を示す断面図（その２）
である。
【図３】図３は本発明の第１実施形態の光導波路装置を示す断面図である。
【図４】図４（ａ）及び（ｂ）は図３の発光素子及び受光素子の近傍を拡大した部分拡大
図であり、発光素子から光導波路を介して受光素子に光が伝播する様子を示す図である。
【図５】図５（ａ）～（ｃ）は本発明の第２実施形態の光導波路装置の製造方法を示す断
面図（その１）である。
【図６】図６（ａ）～（ｃ）は本発明の第２実施形態の光導波路装置の製造方法を示す断
面図（その２）である。
【図７】図７は本発明の第２実施形態の光導波路装置を示す断面図である。
【図８】図８は本発明の第２実施形態の別の光導波路装置を示す断面図である。
【図９】図９（ａ）～（ｃ）は本発明の第３実施形態の光導波路装置の製造方法を示す断
面図である。
【図１０】図１０は本発明の第３実施形態の光導波路装置を示す断面図である。
【図１１】図１１（ａ）～（ｃ）は本発明の第４実施形態の光導波路装置の製造方法を示
す断面図である。
【図１２】図１２は本発明の第４実施形態の光導波路装置を示す断面図である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　次いで、図４（ｂ）に示すように、コア部２２に入射した光Ｌは、コア部２２内で全反
射を繰り返して伝播し、他端側の光路変換傾斜面Ｓに到達する。そして、他端側の光路変
換傾斜面Ｓに接する光反射性樹脂層３０（光路変換ミラーＭ）で光Ｌが反射されて光路が
９０°変換され、アンダーフィル樹脂４４を透過して受光素子４２の受光部４２ａに光Ｌ
が入射される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　次いで、図５（ｂ）の上図に示すように、光導波路２０の両端の光路変換側面Ｓの側方
にディスペンサなどによって液状の光反射性樹脂材を部分的に形成し、本キュア（加熱処
理）することにより硬化させる。これにより、光導波路２０の両端の光路変換傾斜面Ｓに
接する光反射性樹脂層部３０ｘが部分的に形成され、光路変換ミラーＭとして機能する。
第２実施形態の光反射性樹脂層部３０ｘは、第１実施形態の光反射性樹脂層３０と同一の
白色樹脂から形成される。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　あるいは、図５（ｂ）の下図に示すように、光反射性樹脂層部３０ｘの代わりに銀ペー
ストなどの金属ペースト材から形成される金属ペースト層３２を使用してもよい。つまり
、光導波路２０の両端の光路変換傾斜面Ｓの側方にディスペンサによって金属ペースト材
を部分的に塗布し、焼成することにより金属ペースト層３２を形成し、これを光路変換ミ
ラーＭとして利用してもよい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　図９（ａ）に示すように、第１実施形態の図１（ａ）と同様に、光導波路２０が接着さ
れる配線基板１０を用意する。そして、配線基板１０の光導波路２０の全体に対応する領
域に液状の光反射性樹脂材３０ｙをスクリーン印刷などによって形成する。さらに、光反
射性樹脂材３０ｙをプレキュアすることにより半硬化状態とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　続いて、図９（ｂ）に示すように、光導波路２０の両端の光路変換傾斜面Ｓに半硬化状
態の光反射性樹脂材３０ｙが接するように、光導波路２０を光反射性樹脂材３０ｙに押し
込む。さらに、半硬化状態の光反射性樹脂材３０ｙを本キュアして硬化させることにより
光反射性樹脂層３０を得る。
【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図９】
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